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  海洋性珪藻は水圏で最も繁栄し、地球上の CO2固定の 20% を担う生物である。水中は CO2獲得
には不利な環境であるが、珪藻も多くの藻類で見られるように無機炭素を能動的に取り込み効率
よく ribulose-1,5-bisphosphate carboxylase/ oxygenase (Rubisco)へ供給する無機炭素能職機構(CCM)
により効率の良い光合成行う。CCM に重要な一因子に HCO3-と CO2の変換反応を触媒する酵素
であるカーボニックアンヒドラーゼ(CA)があり、細胞内の様々な部位に局在する事で無機炭素
流路を制御していると考えられている。一方で進化系統的には遠く位置するはずの高等植物がも
つ無機炭素濃縮機構である C4 型光合成をある一種の珪藻が持つと報告されたが珪藻類全般に見
られるものかはわかっていない。もしも単細胞生物の珪藻が C4 型光合成を行っているならば
HCO3-を固定する phosphoenolpyrvate carboxylase (PEPC) は外環境に近い細胞質に、脱炭酸酵素で
ある phosphoenolpyrvate carboxykinase (PEPCK)や malic enzyme (ME) は Rubisco に近い葉緑体スト
ロマに局在すると予測されるがその局在はわかっていない。そこで本研究では海洋羽状目珪藻
Phaeodactylum tricornutum における CA 及び C4 系酵素の局在解析を行った。
  ゲノムから探索した CA 候補及び C4系酵素の N 末端約 50～80 アミノ酸残基及び C4 系酵素全
長アミノ酸配列と EGFP を連結したタンパク質の局在を解析した。CA は 4 重包膜系及びミトコ
ンドリアに局在していた。また C4系酵素では PEPC はミトコンドリアと葉緑体の periplastidal 
compartomet (PPC)に、脱炭酸系酵素である PEPCK 及び ME はミトコンドリア及び細胞質に局在
した。C4系酵素遺伝子の光及び CO2 濃度の変化による転写量を比較したところ 2 つの PEPC は暗
闇環境下で著しく転写量が低下したが CO2 濃度の変化による転写量の大きな違いはなった。一
方脱炭酸系酵素では光、CO2濃度の両方で大きな転写量の違いは無かった。
  P. tricornutum の CA 候補の多くが 4 重包膜系に集中して局在することからこれらの CA 候補は
細胞内に取り込んだ無機炭素の平衡を速やかにストロマへ向かわせるもしくは無機炭素漏れ出
しのバリアとしての機能を果たしているのではないかと考えられた。また C4系酵素の局在は
HCO3-固定酵素である PEPC が細胞質でなくミトコンドリアと PPC に、脱炭酸系酵素である
PEPCK と ME が葉緑体ストロマではなく細胞質とミトコンドリアに局在したため、 P. 
tricornutum が C4型光合成経路を利用していない事が示唆された。
